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進路探究１ 自己探究活動を深めよう② 

 

 

全国的にも有名な，東北地方の企業で圧倒的な社長数を輩出している某四年制私立総合大学の教授と，以前

お話しする機会がありました。本校は総合型にしろ，一般型にしろ，例年こちらの大学の入学希望者および受験者

が圧倒的に多いのですが，「小論文の対策として，高校生にこれだけはしてほしいと求めていることはどんなことで

すか。」と質問したところ，その教授は「自分が興味を持った分野の新書を
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。分野に関して基本的な知

識すら知らないのは，お話になりません。」と語っておられました。緊急事態

宣言が全国に拡大されたことをうけて，先日村井県知事からも県内の遊興施設等への休業要請，および不要不急

の外出を避けるよう要請されていますが，勉強する時間・読書の時間・自分自身を brush up出来る時間はいくらで

もあります。例えば，紀伊國屋書店の電子書籍アプリ Kinoppy や，丸善の honto で無料ダウンロードすることがで

きますので，書店にわざわざ出かけていかなくても済みます。（なおこの Kinoppy では“教養文庫・新書・選書”の

中に，「高校生に読んでほしい 50 冊」等，昨年皆さんに配付した目録も掲載されています。） ただし，いくら無料と

はいえ，マンガや雑誌を選ぶのではなく，新書を読んで 有意義な「おうち

時間」を過ごしてください。今後，昨年みなさんに配付させていただいたおススメ新書の冊子の中から抜粋したもの

や，3年生の先生方からお聞きしたおススメの本等を，ご紹介させていただきます。 

 
     
    ＜（担当者の）気になった本があります＞ 

      ニュースを見ても新聞を開いても，ついついコロナウィルス記事を読破していますが，時事ネタと 

    して，最近気になった書籍があったので，ご紹介します。 

     

・『ウィルスは悪者か』（高田礼人）（亜紀書房） 

まだ読んでいませんが，書評をみると，感染症の解説本というよりは，情熱大陸と 

いう TV番組でも紹介された，髙田さんとエボラウイルスとの闘いの記録らしいです。 

読みやすいので理系が苦手だという人にもおすすめです。ちょっと得体のしれない， 

怖いウィルスですが，まずは相手が何者かを知らねば･･･と思っています。 
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  学校があれば，6時間なり 7時間なりが授業時間でしたから，それなりの量をこなすことはできました。しかし 

自分を厳しく律することができなければ，自宅にいると 1日 7時間なんて，あっという間に過ぎてしまいます。 

皆さんはどのように過ごしていますか？漫然と TVを見たり，ゲームし続けたり，You Tubeを見ていませんか？  

大学進学希望者は，早めにきた夏休みだと思えば，１０時間 は勉強できますよね? 

 
 

＜日々の学習 ～国語編（基礎の基礎の基礎）～＞ 

 

 

 

語彙を増やそうと，いろいろな単語帳や本に手を出してみても，中々覚えられない・成績が伸びな
いという人も多いのではないでしょうか？ 

それもそのはず。何故なら，言葉は「知っている」だけではダメで，具体的な文脈の中で「活用する」
ことで，初めて脳に刻まれる（＝身に付いた）と言えるからです。つまり，言葉を見て覚えることに必死

になるよりも，問題に取り組んで使ってみることに時間を割いた方が，語彙力は絶対に身に付きます。 

 

 では具体的に，皆が持っている『ことのは』（見開きで 1回）を例にして勉強方法の案を紹介します。 

 

①各熟語・慣用句をさらっと見て，ページ上部の書き取り問題「トライ！」に取り組む。 

②各熟語・慣用句のページ中部「語義」及び「解説」を声に出して読んでみる。 

③各熟語のページ下部「関連語・入試」を読み，特に対義語があるものは絶対にセットで覚える。 

④「確認問題にトライ！」に取り組み，折々の「フィードバック問題」や「まとめ」では再度確認・復習。 

 

 この中でも特に重要で，成績向上・入試対策に即効性を持つのは③の「対義語」を覚えて活用して
みることです。世の中の物事の多くは，そして入試の問題は「対比関係で考えること」で理解も説明も
分かりやすくなります。その際，対比関係にある言葉たちをどれくらい知っているかが勝負を分けます。  

「対義語」を覚え，様々な文脈で使ってみることに時間を割くことから始めてみましょう！ 
 
 

 努力は裏切らない。 

結論から言いましょう。 

「”語彙力“がなければ，国語は解けません」と。 

 

文章の読み方，要約の仕方，筆記問題の書き方

―国語の問題を解く上では様々な手法がありま

すが，それらは全て語彙力がなければ上手くいき

ません。だからこそ，語彙を増やすことから始める

のが，国語の成績向上には不可欠なのです！ 

 

鍛えた筋肉も 

裏切らないよ～♪ 


